
 

 

 

 

 【出題形式】 
問１：世界地理  
問２：日本地理 
問３：歴史（古代～近世） 
問４：歴史（近現代） 
問５：公民（政治分野） 
問６：公民（経済・国際分野） 

出題の形式（大問数６）、構成（地理×2、歴史×2、公民×2）に

ついては例年通りで、字数の多い記述問題もない。がしかし、昨年同様

に設問に工夫が施され、複雑化し、単純暗記では太刀打ちできない問

題が多い。また、注意深く問題文を読まないと間違えの選択肢に誘導さ

れてしまう。歴史分野では「世界史」分野からの出題も散見。全分野に

おいて事象の根本的な理解、背景をしっかりと把握していないと自信をも

った解答ができないような出題となっている。 

昨年同様に難しい。 

歴史：世界史も出題！ 【出題例 大問 3(ア)】 
≪入試に向けての学習指針≫ 
①基本的な語句や知識をしっかり暗

記・理解すること。新しく学習した

時点で完璧に理解しきること。入

試直前では遅すぎる。 

②用語は単独で覚えるのではなく、

他の用語と関連させ、さらに派生さ

せて覚えること。ただの丸暗記だけ

では戦えない。 

③資料やグラフ、表を正確かつ効率

的に読み取れるようにすること。何

を問われているのか明確にする。 

 

地理：「割合」の理解が必要 【出題例 大問 1(エ)】 

公民：為替の原理・原則 【出題例 大問６(ア)(ⅰ)】 


